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 質問1 質問2 質問3 質問4 質問5 

弓場 重明 ならない 県民の意見を聞くべき わからない 状況を見て判断 多数決でよい 

土屋 利絵 ならない 再稼働すべきでない 
反対決議に
賛成 

なってもよい 全会一致 

中村 仁 ならない 
地元市町の理解を得れ
ば再稼働して良い 

わからない 状況を見て判断 その他 *1 

野村 諒子 ならない 再稼働すべきでない 
反対決議に
賛成 

状況を見て判断 全会一致 

小林 恵子 ならない 再稼働すべきでない 
反対決議に
賛成 

なってもよい わからない *2 

服部 正平 ならない 再稼働すべきでない 
反対決議に
賛成 

なってもよい その他 *3 

下山 一美 ならない 再稼働すべきでない 
反対決議に
賛成 

なってもよい その他 ＊4 

鈴木 文子 ならない 県民の意見を聞くべき 反対決議に
反対 状況を見て判断 全会一致 

村田 耕一 ならない 再稼働すべきでない わからない 状況を見て判断 わからない 

佐藤 寛文 ならない 再稼働すべきでない 反対決議に
賛成 

状況を見て判断 全会一致 

堀江和雄 ならない 再稼働すべきでない 反対決議に
賛成 状況を見て判断 全会一致 

 

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

 

統
一
地
方
選
は
、
後
半
戦
が
四
月
一
九
日
告
示
、
二
六
日
投
開
票
の

市
町
村
選
挙
が
中
心
に
行
わ
れ
る
。
東
北
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
か

ら
四
年
、
今
回
の
選
挙
で
、
三
島
市
議
へ
の
立
候
補
者
が
浜
岡
原
発
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、
特
に
浜
岡
原
発
の
再
稼
動
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
な
ど
を
調
べ
、
市
民
の
投
票
へ
の
一
助
と
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告

す
る
。 「風下の会」2015年 3月23日付アンケートの質問内容と結果  

浜岡原発の再稼動に的を絞り、5つの質問にお答えいただきました。 

質問１．一昨年秋より日本では原発ゼロの状態が続いています。原発を再稼動させないと日本は電力不

足になると思いますか。 

質問２．浜岡原発の再稼働についてお尋ねします。 

① 31キロ圏（UPZ圏）の地元市町の理解を得られれば再稼働してよい 

② 再稼働の是非に付いては全県民の意見をきくべきだ 

③ 再稼働はすべきでない 

④ わからない 

質問３．市民から「浜岡原発再稼動に反対する決議」の要望が提出された時あなたは賛成しますか。 

質問４．三島市議会に「浜岡原発再稼働に反対する決議」を請願として提出する場合は、紹介議員が１

名以上必要ですが、あなたは紹介議員になって頂けますか。 

① 紹介議員になってもよい 

② 状況を見て判断する 

③ 紹介議員にはならない 

質問５．三島市議会では、「意見書、決議」を市議会に要望した場合、慣例として各会派代表者会議に

おいて「全会派一致」でないと議会に諮られません（無会派の議員は、各会派代表者会議に、

はいれないので始めから排除されています）。この慣例をどうお考えですか。 

① 全会派一致は妥当だ 

② 多数決でよい 

③ わからない 

２
０
１
５
年
三
島
市
議
会
議
員 

立
候
補
予
定
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

い
三
島
市
を
つ
く
る
会
」
の
二
つ
の
団

体
が
、
今
回
の
市
議
選
立
候
補
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。 

そ
の
目
的
は
立
候
補
者
の
い
ろ
い
ろ

な
意
見
や
政
策
を
聞
き
、
多
く
の
市
民

が
投
票
す
る
際
の
参
考
に
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
う
。 

風
下
の
会
の
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

は
主
に
浜
岡
原
発
に
か
か
わ
る
問
題

と
三
島
市
議
会
に
お
け
る
「
意
見
書
・

 

決
議
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
内
容

で
、
「
市
議
会
と
と
も
に
住
み
よ
い
三

島
市
を
つ
く
る
会
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

主
に
候
補
者
の
意
識
や
政
策
に
か
か

わ
る
内
容
で
あ
る
。 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
『
市
民
ひ
ろ

ば
』
に
集
う
団
体
と
し
て
は
初
め
て
の

取
り
組
み
だ
が
、
結
果
は
驚
き
の
回
収

率
の
低
さ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
る

意
味
で
「
議
員
と
市
民
の
隔
た
り
の
大

き
さ
」
と
い
え
る
も
の
か
も
知
れ
な

い
。
私
た
ち
は
今
後
の
活
動
の
中
で

「
市
民
と
議
員
の
隔
た
り
を
埋
め
る
」

活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
行
く
予
定 

 

だ
。 ア

ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は
「
原
発
」
に

関
す
る
「
風
下
の
会
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
34
・
6
％
、
６
割
以
上
の
候
補
者

は
無
回
答
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
つ
く
る

会
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
50
％
。 

多
く
の
候
補
者
に
と
っ
て
は
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
主
催
す
る
団
体
が
よ

く
分
か
ら
な
い
、
実
施
の
意
図
が
は
っ

き
り
し
な
い
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
と
議
員
の
距

離
間
を
測
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ

り
、
相
互
に
信
頼
感
を
深
め
な
い
限
り

市
民
は
議
会
に
無
関
心
で
あ
り
続
け
、

議
会
は
市
民
の
声
が
聞
こ
え
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

【
結
果
解
説
】 

問
１
、
原
発
無
し
で
も
電
力
が
足
り
て

い
る
と
い
う
意
見
は
、
回
答
者
の
全
員

で
し
た
。
問
２
、「
再
稼
働
す
べ
き
で 

 

 

三
月
一
五
日
『
市
民
ひ
ろ
ば
」
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
今
後
、
毎
月
１
回
、
市
民
ひ
ろ
ば
新

聞
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

な
で
、『
市
民
ひ
ろ
ば
』
に
集
う
団
体

の
う
ち
、
二
つ
の
団
体
、
「
原
発
震
災

を
防
ぐ
風
下
の
会
（
略
称:

風
下
の

会
）」
と
「
市
議
会
と
と
も
に
住
み
よ 

 

＊1 各派代表者会議を主とする考え方、あり方に反対。 
＊2 現状ではメリット、デメリットがあると聞いた。 

＊3 意見書の内容によってメリット、デメリットがある。 
＊4 「全会一致」制は功罪両面ある。 

 石渡 光一氏（54） 大房 正治氏（67） 岡田 美喜子氏（56） 川原 章寛氏（44） 佐野 淳祥氏（39） 下山 一美氏（61） 鈴木 文子氏（58） 

 瀬川 元治氏（67） 土屋 俊博氏（65） 土屋 利絵氏（42） 中村 仁氏（46） 野村 諒子氏（62） 藤江 康儀氏（57） 堀江 和雄氏（53） 

 松田 吉嗣氏（59） 弓場 重明氏（64） 甲斐 幸博氏（59） 伊丹 雅治氏（38） 大石 一太郎氏（65） 小林 恵子氏（57） 佐藤 寛文氏（38

 杉沢 正人氏（58） 沈 久美氏（48） 土屋 賢一氏（66） 服部 正平氏（54） 村田 耕一氏（54） 

な
い
」
は
回
答
者
の
で
73
％
。 

問
３
、
「
反
対
決
議
に
賛
成
」
は
7/

11
の
回
答
で
64
％
、
問
４
、
紹
介
議

員
に
な
っ
て
も
よ
い
は
４
、
状
況
を
見

て
判
断
は
７
。
問
５
は
回
答
が
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
「
全
会
一
致
」
で
な

い
と
議
会
に
諮
れ
な
い
の
は
、
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
他
市
町
で
は
「
多
数
決
」

も
あ
り
ま
す
。 

【
編
集
側
の
コ
メ
ン
ト
】 

市
民
か
ら
市
議
会
へ
“
意
見
書
・
決

議
”
の
要
望
が
出
さ
れ
た
と
き
「
全
会

派
一
致
」
で
な
い
と
取
り
上
げ
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
憲
法
が
保
障
し
て
い
る

市
民
の
請
願
権
侵
害
の
お
そ
れ
も
あ

り
す
。
ま
た
無
会
派
の
議
員
は
「
各
派

代
表
者
会
議
」
に
は
入
れ
ま
せ
ん
し
、

そ
の
可
否
の
決
定
に
は
加
わ
れ
ま
せ 

 
発行人 市民ひろば編集委員会 
三島市中央町３－３２ 

電話：090-5009-3640 
simozekiouji@yahoo.co.jp 

号 
外 

●下記ご案内、ひろば新聞のご案内(広告欄)の時間が変更になりました。 
●連続上映会｢日本と原発｣の予約・問合せも下記にお願いいたします。 
 

市民ひろば特別企画・・・・・・・・開催時間変更 

チェルノブイリから 29年～河合監督を囲んで～ 
“『日本はなぜ、｢基地｣と｢原発｣を止められないのか』 

（矢部宏治著）は、なぜまちがっているか” 

参加者の意見交換の時間を十分取ります 

4 月 26日(日)18時～20 時半（開場 17 時） 

会場 市民ひろば 

参加費 事前予約者：500 円(学生・生徒は無料) 当日：700 円 

要予約 先着 40 名 下記まで 

問合先 FAX：055-976-2656／携帯：090-3432-5718／Mail：ray-sea@nifty.com 

ん
。
こ
の
よ
う
な
「
全

会
派
一
致
」
は
一
種

の
談
合
政
治
で
あ

り
、
民
主
主
義
の
原

則
に
外
れ
ま
す
。
こ

れ
は
三
島
市
議
会
に

お
け
る
単
な
る
慣
例

で
し
か
な
く
、
沼
津

市
等
で
は
こ
の
よ
う

な
「
全
会
派
一
致
」

は
取
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
市
会
議
員
候
補

者
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
を
知

り
た
く
て
質
問
し
だ

い
で
す
。 

 


